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10:00　開会

開催概要説明

出席議員16名、欠席議員0名

会期決定1日間

日程第1　副町長挨拶

挨拶及び概要説明

中央公民館長 図書館長ほか

内山　　宏 欠席 新堀　光行 出席

出納室長 教育委員会指導参事 学務課長兼学校給食センター長 学校教育課長

佐々木いずみ 欠席 根本　　渉 欠席 宮本　栄一 出席 入倉　伸顕 出席

建築住宅課長 事業課長 上下水道課長 病院事務課長

川畑　智明 出席 袴田　充輝 欠席 外石　昭博 出席 小川　信明 出席

老人保健施設事務長 農政課長 商工観光課長

干場　富夫 出席 竹中　利哉 出席 小野　武史 出席 田畑　直樹 出席

尾岱沼支所長兼東公民館長 福祉課長 介護支援課長

田村　康行 欠席 福原　義人 欠席 干場　みゆき 出席 千葉　　宏 出席

財政課長 税務課長 防災交通課長

三戸　俊人 出席 寺尾　真太郎 出席 伊藤　輝幸 出席 麻郷地　聡 出席

建設水道部次長兼事業課長 教育部次長兼生涯学習課長他

小湊　昌博 出席 伊藤　一成 出席 石川　　誠 出席

監査委員事務局長 総務部次長兼総務課長 福祉部次長兼町民課長

佐々木　栄典 出席 小林　由治 出席 佐々木　栄典 出席 青柳　　茂 出席

病院事務長 会計管理者 農業委員会事務局長

山田　一志 出席 大槻　祐二 欠席 阿部　美幸 出席 中村　公一 出席

福祉部長 産業振興部長 建設水道部長

浦山　吉人 出席 今野　健一 出席 門脇　芳則 出席 山岸　英一 出席

選挙管理委員長 農業試飲会会長

竹中　　仁 欠席 髙崎　好藏 欠席 小野　榮一 欠席

副町長 教育長 代表監査委員

曽根　興三 出席 佐藤　次春 出席 登藤　和哉 出席 杉本　義久 欠席

出席 瀧川　榮子 出席

大内　省吾 出席 出席

出席 今西　和雄 出席 戸田　憲悦 出席

小椋　哲也 出席 小林　敏之 出席 西原　　浩 出席

出席 木嶋　悦寛 出席 中村　忠士 出席

横田　保江 出席 松壽　孝雄 出席 出席

議員の出欠

宮越　正人

田村　秀男

外山　浩司

出

席

説

明

員

理事者

機関の長等

町長

監査委員

幹部職員

総務部長

教育部長

選挙管理委員会書記長

産業振興部次長兼水産みどり課長

課長職

ほか

総合政策課長

西春別支所長兼西公民館長

保健課長兼母子センター長

合計 0名

事務局職員 事務局長 小島　　実 主幹 松本　博史

副町長 佐藤

1　産業の動向について

議長 西原

2　新型コロナウイルス感染症対策について

令和2年第4回全員協議会　要点記録

開閉会日時
令和2年9月11日

金曜日
会議場所

別海町議会

議場

開会

3　旧給食センター取壊し工事について

4　本日の協議・調整事項の概要について

閉会

10:00

12:11

会議に付した事件及び会議結果など

発言者 会議経過

議長 西原

傍聴者数 一般 0名 報道関係者 0名



令和2年第4回全員協議会　要点記録

日程第2　議事1　令和2年度別海町各会計補正予算（案）の概要について

一般会計補正予算及び総括について概要説明

国民健康保険特別会計補正予算概要説明

下水道事業特別会計補正予算概要説明

介護サービス事業特別会計補正予算概要説明

介護保険特別会計補正予算概要説明

病院事業会計補正予算概要説明

水道事業会計補正予算概要説明

質問

（「なし」の声あり）

休憩　10:57

再開　11:07

日程第3　議事2　高度無線環境整備推進事業を活用した光回線整備について

資料により内容説明

1　公設方式に対する特例措置及び支援策について

2　事業実施方式について

3　今後のスケジュールについて（予定）

4　要請活動等について

5　事前加入申し込みの状況について

質問なし

資料により内容説明

令和2年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

質問なし

暫時休憩　11:35

町長着席

再開　11:36

日程第5　議事4　ふるさと交流館のあり方について

口頭により内容説明

1　施設設置以降の経緯について

2　令和3年度以降のふるさと交流館の運営方針について

質問

①　建設当初は、保養センターが老朽化し、温泉施設がなく、おもてなしできる場が

少ないということで、当時の理事者が決意して建設した。それから20年以上経過し、

私としても、ネームバリューやキャンパーの評判も良いなど、当初の目的を果たしてきて

いるということは認めている。廃止ありきということを考えてはおらず、町のあらゆる住民

サービスを一つ一つ検証していくことが大事であると考えている。令和元年度決算の資

料に、指定管理者一覧表の資料があるが、指定管理費が1番高いのは総合スポーツ

センター、2番目がケアハウス、3番目がふるさと交流館という状況である。財政負担に

ついて一度立ち止まって考えたい。指定管理業務については、事業者にとっては、努

力して収入が伸びた場合は指定管理費が下がる、また、酪農工場のような受託者が

町が出資している事業者であれば、町のチェックが可能となる。これらのことを踏まえて

直営にすべきと判断した。

議長 西原

町長 曽根

議長

議員 9番 今西

町長

議長 西原

議長 西原

財政課長 寺尾

西原

①　これまでの議論では、施設の経費の増加と運営方法が中心となる課題であった。

そのような状況の中、先日の「議員の意見を聴く会」においては、副町長から「指定管

理することで人件費を減らすことが、指定管理業務の一つのメリットとして運用されてき

ている」との説明があったが、今の施設にどのようなメリットがあるのか、今一つ伝わってこ

ない。メリットについて、どのように考えているか。

日程第4 議事3 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画について

上下水道課長 外石

上下水道課長 外石

福祉部次長 青柳

介護支援課長 千葉

老人保健施設事務長 竹中

病院事務課長 小川

総務部次長 佐々木

曽根

議長 西原

議長 西原

議長 西原

総合政策課長 三戸

議長 西原



令和2年第4回全員協議会　要点記録

①　建設当初は、保養センターが老朽化し、温泉施設がなく、おもてなしできる場が

少ないということで、当時の理事者が決意して建設した。それから20年以上経過し、

私としても、ネームバリューやキャンパーの評判も良いなど、当初の目的を果たしてきて

いるということは認めている。廃止ありきということを考えてはおらず、町のあらゆる住民

サービスを一つ一つ検証していくことが大事であると考えている。令和元年度決算の資

料に、指定管理者一覧表の資料があるが、指定管理費が1番高いのは総合スポーツ

センター、2番目がケアハウス、3番目がふるさと交流館という状況である。財政負担に

ついて一度立ち止まって考えたい。指定管理業務については、事業者にとっては、努

力して収入が伸びた場合は指定管理費が下がる、また、酪農工場のような受託者が

町が出資している事業者であれば、町のチェックが可能となる。これらのことを踏まえて

直営にすべきと判断した。

議員 7番 木嶋 ①　「現在の指定管理者との交流がない」という報道の内容は事実か。

議員 9番 今西 ①　直営になったとしても、この施設をどのようにしていくかという方針は、必然的に必

要。「事業者とコミュニケーション不足」との指摘が報道であったし、町長からも説明が

あったところだが、根本的に意思疎通を図りながら運営していかなければならない。形

態が変わっても、どのように運営していくか考えていかなければならないと考えるが。

町長 曽根 ①　今委託している業者については、委託関係がなくなった場合は難しいが、直営にし

たとしても、例えば、宿泊部門を手掛けたいという事業者が出てきたとしたら、事業者と

の議論が必要だと考えている。4千万円を超えるお金を出さなくても運営できるかどうか

ということを考えていきたい。

議員 9番 今西 ①　誤解のないようにしてほしいのは、要するに、今までコミュニケーション不足が課題だ

ということで、今後の事業者とのことを心配し申し上げた。

議員 12番

議長 西原 12:11　閉会

①　今後、こういうことが起こるかもしれないという想定を踏まえた上で、今の事業者が

どのように考えているか。それには、担当職員ではなく、トップ同士の話が必要ではない

か。

①　4月以降に公募するということになれば、今の事業者とだけ話をすることはできな

い。本日説明した4月から指定管理をやめ直営にするということは、申し合わせをして

いる。特別に今の指定管理者と話をしていくというのは、不平等になると考えている。

町長 曽根

議員 7番 木嶋

・　町長の考えには大賛成。「別海町のシンボル」「福祉向上のため」と町長が発言さ

れた。いろいろな意見があるが、存続して運営していただきたい。

②　今現在働いている従業員などへの影響について、契約の終期とともに縁が切れる

と考えているか。

町長 曽根

②　現在の事業者は、自社の独自事業も行われており、どういうふうに従業員をシフト

するのかわからないが、地元に住んでいる人の職を探すのは、過去の実例もあるので、

それを踏まえて今後対応していきたい。

①　新聞記事に関して、質問を受けたことがなく、だれがどのように取材を受けての話か

はわからないが、私は、事業者とも最初の契約時に挨拶に見えられ、そこで話をしてい

る。たしかにその1回しかないかもしれないが、その後サービスの向上などに関して、職員

がコミュニケーションをとっているわけであり、もう少し掘り下げて記事にしていただければ

と考えている。


